
基本目標Ⅰ　　男女共同参画社会の実現に向けた
意識づくり

現状値 ①実績値 目標値

27年度 30年度 33年度

(1) 男女平等の意識啓発

① 男女平等意識に関する情報発信・啓発

1
男女共同参画を推進するための研修会等を開催し、意識啓発を行
う。
【数値目標】男女共同参画に関する研修会等の受講者数

企画政策課 172人 202人

【企画政策課】　　計　120人
・男女共同参画市民講座
　（人権・同和対策室主催の第4回じんけんふれあいセミナーと合同開催）
　9月5日　「寄り添って生きる」　参加者：42人
・男女共同参画フォーラム
　（男女共同参画推進団体：小城市男女共同参画ネットワークに委託）
　12月2日　「男女参画で向き合ういじめ・虐待　～子どもたちの未来によりそって～」
　参加者：78人
　
【生涯学習課】　　計　82人
・学習や体験を通じて、社会活動への参加促進と地域の模範となる女性の育成を目
的とした小城町女性学級を年8回開催した。受講生：89人、延べ506人。
　6月15日　第1回講座「これからの10年～新しい時代の生き方・考え方」
　参加者：82人

210人

企画政策課 ○

・男女共同参画週間（市ホームページ・市報6月号）、LGBTに関する相談窓口（市報9
月号）など、計8回市報に掲載した。
・男女共同参画及び女性の活躍推進に関する事業所アンケートの調査結果、県や男
女共同参画推進団体主催の講座などを市報・市ホームページを通じて情報提供を
行った。

人権・同和対策室 ○
・毎年6月1日を「人権擁護委員の日」として、特設人権相談所開設の記事を掲載（市
報6月号）した。

3
男女共同参画に関する図書等を収集し、図書コーナー等を設置し情
報を提供する。
【数値目標】男女共同参画に関する図書購入冊数

文化課 32冊 45冊
・男女共同参画週間（6月23日～29日）にあわせ、小城市民図書館各館・各分室で関
連図書コーナーを設置した。

40冊

4 男女共同参画の視点に立った市報・ホームページ等を作成する。 総合戦略課
【Ｈ31年度～総務課】

― ○
・市ホームページ、市報さくらにおいて、年間通して掲載する文章、イラスト及び写真な
ど男女共同参画の視点を意識し、偏らない内容の記事の掲載を行った。

○

② 男女共同参画推進団体等との連携・協働による啓発

5
男女共同参画の視点で活動を行う団体等に必要な情報提供を行
い、スキルアップを図る。
【数値目標】男女共同参画推進事業補助金の活用件数

企画政策課 1件 2件

・男女共同参画ネットワークへ各種研修会や講座の情報提供を行った。
・男女共同参画推進事業補助金を活用し、男女共同参画ネットワークが啓発活動に
必要なスキル習得を支援した。
①【スキルアップセミナー：働く女性の本音トーク】　 1月27日　参加者：20人
　　　基調トーク　「女性管理職はなぜ増えないのか」
　　　小城市女性管理職員によるパネルディスカッション
　 【学習会：DV防止の今を聞く】　2月7日　　参加者：20人
　　　「DVの予防教育の必要性とDVの子どもへの影響」
②男女共同参画推進事業補助金を活用し、男女共同参画ネットワークの男女共同参
画啓発資材の作成を支援した。
　  小学校高学年～中学生向け紙芝居　タイトル：「素敵な転校生」

2件

企画政策課 ○

・男女共同参画推進事業補助金を活用し、男女共同参画ネットワークの男性の家事・
育児参画啓発事業の実施を支援した。
　 【イクメン・カジメン写真展】　11月26日～12月2日　来場者：延べ150人
　　　家事・育児に楽しく取り組む男性の写真を募集し、ゆめぷらっと小城ギャラリーに
展示
　 【パパと子どもでクッキング】　3月10日　参加者：13人（大人5人、子ども8人）
　　　父子が講師となり、父子が一緒に参加する料理教室を開催

人権・同和対策室 ― 該当なし

施策の方向 基本事業 事　業

2
市報やホームページを活用し、人権（男女共同参画）に関する情報を
提供する。

○

○

体系一覧（第２次小城市男女共同参画プラン）　　　～男女がともに認めあい、支えあい、希望あふれる小城市をめざして～

―

―6
各種団体等の男女平等や男女共同参画に関する自主的な活動を支
援し、連携・協働による意識啓発を行う。

②平成30年度実績
（事業の内容・取り組み状況）

担当課

3 



基本目標Ⅰ　　男女共同参画社会の実現に向けた
意識づくり

現状値 ①実績値 目標値

27年度 30年度 33年度
施策の方向 基本事業 事　業

体系一覧（第２次小城市男女共同参画プラン）　　　～男女がともに認めあい、支えあい、希望あふれる小城市をめざして～

②平成30年度実績
（事業の内容・取り組み状況）

担当課

(2) 男女共同参画に関する教育・学習の推進

① 幼少期からの発達段階に応じた教育における
男女平等意識の醸成

保育幼稚園課 0人 未実施

学校教育課 53人
・教職員に対する研修を行っている。
　6月26日　教職員人権・同和教育研修会
　「子どもたちに差別を乗り越える力を育むために」　参加者：53人

8
男女別の職業観にとらわれず、本人の適性・希望に応じたキャリア教
育を推進する。

学校教育課 ― ○ ・キャリア教育に主眼をおいた教育を実施している。 ○

② 生涯学習における男女共同参画の推進

9

公民館等主催事業において、男女共同参画の促進につながる講座
等を実施する。
【数値目標】男女共同参画の促進につながる公民館主催講座等の
受講者数

生涯学習課 41人 82人

・学習や体験を通じて、社会活動への参加促進と地域の模範となる女性の育成を目
的とした小城町女性学級を年8回開催した。受講生：89人、延べ506人。
　6月15日　第1回講座「これからの10年～新しい時代の生き方・考え方」
　参加者：82人

50人

10

じんけんふれあいセミナー等において、男女の人権を取り扱った講
座を実施し、人権尊重意識の高揚を図る。
【数値目標】男女の人権を取り扱ったじんけんふれあいセミナー等
の受講者数

人権・同和対策室 60人 42人
・第4回じんけんふれあいセミナー
　9月5日　「寄り添って生きる」　　参加者：42人
　（企画政策課主催の男女共同参画市民講座と合同開催）

80人

企画政策課 ○

・性の多様性もテーマの1つとした男女共同参画職員研修を開催し、LGBTと男女共同
参画について理解促進を図った。
　8月23日　　『ドラマで男女共同参画　～「逃げ恥」から考える家事労働とLGBT～』
　参加者：141人

学校教育課 ○ ・保健体育や道徳の授業等で取り組んでいる。

11 性の多様性についての理解が進むよう啓発に努める。

7

保育・教育関係者へ男女平等の視点に立った保育・教育のための研
修会等を実施する。
【数値目標】男女の人権を取り扱った保育・教育関係者の研修会等
受講者数

― ○

60人 160人

4 


